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範頼のまちつくりの掠班とその流れ

市長Iこよる健康の暮らづくり事業の推進重富籍
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都留市では健康に気をつけている人が全国よりも多い19．6％

で、望ましい生活習慣を有する人も全国を上回っています。

しかし一方では、ストレスを感じた65．6％、休養（睡眠）を

十分にとっていない33．2％なども全国より高い数値をしめし

ています。また、健康に不安がある61．6％、健康診断を受け

ていない14．7％などは全国を下回っています。全体的に健康

への関心や意識は商いのですが、健康づくりへ積極的に取り

組む努力が必要な状況にあります。

将来を見据え、今から自分にできる健康づくりを考え、地

域に広げ健康なまちづくりを実践していきましょう。
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都留市と全国の健康及び生活 � � �の比較 

都留市 
全国 
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